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【1] はじめに
周知のごとく観無量寿経J (以下『観経』とする)は章提希 (VedehI;
VaidehUを主人公としてその物語が展開される経典である。特に経の官頭に位置付
けられている導入の物語一いわゆる序分ーは， しばしば「王舎城の悲劇」と呼ばれ，
『観経』の重要な構成要素のーっとなっている。『観経』の序分は，摩掲陀国の王子で
ある阿闇世 (Ajatasattu; Ajatasatru)が提婆達多(調達;Devadatta)にそそのか
されて父王である頻婆裟羅 (Bimbisara)を幽閉した， という場面設定から始められ
る。その後，父王の延命につとめる章提希も幽閉され，章提希は悲嘆の中で釈尊に救
いを求める。願いを聞いて章提希の前に姿を現した釈尊に，彼女は清浄な阿弥陀仏の
極楽世界生まれるための教えを求める。この求めに応じて世尊は章提希に，極楽世界
を観想するための方法を説き，それが「観経』の中心的な内容を構成することになる。
この導入物語は，仏典にしばしば現れる「阿関世の父殺し」の物語(あるいは阿闇
世王説話)と対比され，説話の伝承過程や発展の歴史に関して，これまでにも度々注
目されてきた九中でも末木文美士は『観経』に関する一連の研究の中で，先の導入
物語と対応する阿閤世王説話を精査し観経』序分の成立過程を考察しながら観
1) 阿闇世説話に関する研究は多いが，本小論との関わりで特に重要と思われるものとしては次の
研究が挙げられる。
小野玄妙「阿闇世大王の事蹟及び、其の園像J (l"小野玄妙悌教事術著作集〈第二巻〉悌教之美術
及ぴ歴史〈上>J]所収)， 1977年，東京;開明書院， 386-434頁。
平川彰「大乗経典の発達と阿闇世王説話J i' ~p度学仏教学研究J]，第20巻第 l 号， 1971年， 1-12 
頁。
小丸真司ri'観無量寿経』における阿闇世・章提希説話についてJ i'早稲田大学大学院文学研究
科紀要J]，別冊第9号， 1982年， 41-49頁。
同「無根信についてJ i'東洋の思想、と宗教J] (早稲田大学東洋哲学会編)，第 3号， 1986年， 75-
92頁。
定方昆『阿闇世の救いJ]， 1984年，京都;人文書院。
藤田宏達『観無量寿経講究J]， 1985年，京都;真宗大谷派宗務所。ノ
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経』自体の起源にも関係する優れた研究を公にしている九末木は，特に『根本説一
切有部毘奈耶破僧事J (以下，破僧事とする)に見られる説話との類似性に注目し，
両者を詳細に比較することによって，序分に関してはその起源を中央アジアに求めう
ると論じている。この点を論ずる際に，末木は律蔵全体を視野に入れてその発展過程
も考慮しながら，最終的に説一切有部が保持していた阿闇世説話の影響を『観経』の
作者(あるいは編者)が最も強くうけたのではないかと推測している九結論的に言
って本小論は末木の一連の研究を超えるものではないし，また筆者も末木の先の考え
に基本的に同意するものであるが，末木は論文(及び著書)の性格上，律蔵にあらわ
れる阿閣世と意提希に関わる説話については観経』と直接に対応するもののみを
具体的に掲げるにとどめており，律蔵という文献の立場から見て阿闇世や章提希がど
のように位置付けられているのかは明確にしていない4)。そこで，本小論では律蔵全
体の中に散見される阿闇世と章提希の用例を可能な限りすべて抽出し，彼らがどのよ
うに描かれているのかについて考察を行い観経』序分と対比される破僧事への展
開を改めて検証することを目的とする。
一方，近年ジョナサン・シルク OonathanA. Si1k)は『観経』序分に対応する物
語を有するジャイナ文献中の諸説話に注目し，その内容を比較検討することで観
経』序分のモチーフは既にインドにおいて存在していたことを論証している九シル
クの研究は仏教以外のインド文献を用いている点で極めて重要で、あるが，彼が具体的
、末木文美士“SomeProblems of the Kuan.wu.liang-shou-ch仇:g"If'印度学仏教学研究.11，第31
巻第 1号， 1982年， 465-462頁。
岡山TheTragedy in Rajagrha" in the Guan-ωu-liaη:g-shou-jing" If'東方.11，第2号， 1986年，
255-264頁。
同rIf'観無量寿経』研究j If'東洋文化研究所紀要.11，第101冊， 1986年， 163-225頁。
同「観無量寿経一観仏と往生j If'浄土仏教の思想、第二巻観無量寿経般舟三味経.11， 1992年，
東京;講談社， 1-195頁。
J onathan A. Silk， The Composition of the Guan Wuliangshoufo-jing: Some Buddhist and 
Jaina Parallels to its Narrative Frame， Journal of lndian PhilosoJうhy，N o.25， 1997， pp. 
181-256. 
この他にも間接的に関係を有する研究は多数存在するが，それらについては上記の末木文美士
「観無量寿経一観仏と往生j，及びJonathan A. Silkの上記論文に大変詳細な参考文献が示されて
いるので，それらを参照されたい。
2 ) 注1前掲，末木論文(及ぴ著書)参照。
3 ) 例えば，注l前掲末木論文の““TheTragedy in Rajagrha" in the Guan-wu-liang-shou-jing" 
258-264頁，及ぴ「観無量寿経一観仏と往生j 47-73頁参照。
4 ) 末木に限らず，阿闇世・章提希説話が律蔵に存在し観経』序分との関係を考える上で重要
であることは，先に掲げた多くの先行研究中でしばしば指摘されている。しかし，律蔵全体を対
象として，その中にあらわれる阿闇世・章提希の姿を総合的に論じている研究は，管見の及よ限
りでは存在しない。従って，律蔵そのものの研究に対しても，本小論が掲げる資料や考察は，
種々に資するところを有するものであると考える。
5 ) 注1前掲， Silk論文参照。
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に示しているジャイナ文献中の説話は観経』序分の成立の問題だけでなく，律蔵
との対応関係について考える上でも重要となる箇所を有している。その意味でも，現
存する個々の律蔵において，阿闇世・章提希説話という特定のモチーフがいかなる様
相を呈しているかを明らかにすることは，十分に意義を有するものであると考える。
尚，本小論ではその対象を阿閣世と章提希に限定し，あくまでも律蔵内での両者の
位置づけを明確にすることを目的とするため，ここでは初期経典や大乗経典，さらに
はアビダルマ文献などに説かれている阿闇世・章提希説話については対象としない。
従って，それらすべての文献の調査の上に成立する『観経.n (および序分)の起源の
問題は，ひとまず置くことにする。また，資料として用いた律文献は，律蔵としての
姿を完備しているパーリ律・五分律・四分律・摩詞僧紙律・十諦律・根本説一切有部
律(いわゆる六広律)，及び鼻奈耶の七種に限定したことをあらかじめ断っておく。
【2】 ノマーリ律にあらわれる阿閣世・章提希
①破僧犠度 (Sa~ghabhedakkhandhaka)
(a)世尊がアヌピヤにいたとき，マハーナーマとアヌルッダが出家を志すが，マハーナ
ーマが家業を継ぎ，アヌルッダのみ出家しようとする。彼の母が王パッデイヤと一
緒にならばと許可し，アヌルッタやはパッデイヤに出家を求めるが七日待ってくれと
頼まれる。パッデイヤは仲間の，アヌルッダ，アーナンダ，バグ，キンビラ，デー
ヴPァダッタ，ウパーリカッパカと共に外出し，ウパーリカッパカのみ帰して出家し
ようとする。最終的にウパーリカッパカもサキャ族の童子たちも出家をし，その時
バッディヤが三明を，アヌルッダが天眼を，アーナンダが預流果を，デーヴァダッ
タが世俗的 (pothujjanika)な神通を得た。 (PTS.Vin. I， pp. 180.1-184.29) 
(b)世尊がアヌピヤ固からコーサンビーへと移り，コーサンビーのゴーシタアーラーマ
に留まっていた時，デーヴァダッタは誰の信頼を獲得して利益を得ょうかと考え，
幼くて将来に吉祥のあるアジャータサットゥに近づくことを考える。そこで彼は王
舎城のアジャータサットゥのもとへと行き，神通を示してアジャータサットゥの信
頼を得て多くの利益を獲得するが「比丘サンガを子に入れよう (bhikkhusarpgharp
pariharissami) J と考えて神通を失ってしまう。その後，カクダ天子によって目連
は，デーウ"アダッタが神通を失ったことを知り，世尊はそれにちなんで、「否定され
るべき五種の師J (戒不清浄・命不清浄・説法不清浄・記説不清浄・智見不清浄)
についてを説く。さらに比丘たちに対して，デーヴァダッタのアジャータサットゥ
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からの利得は，デーヴァダッタを害するものでしかないことを，芭蕉，竹，藍，瞳
馬の警喰によって説く。 (pp.184.30-188.23) 
(c)世尊が王を交えた大集会で法を説いていたとき，デーヴァダッタは世尊に比丘サン
ガを放棄し自分に譲るように求めたが，世尊はこれを退けた。それがデーヴFアダッ
タの第一の恨み (aghata) となった。そこで世尊は比丘たちに，デーヴァダッタ
に対して「顕示褐磨 (pakasaniya-kamma)J をなすことを命じ，具体的な「顕示
掲磨」の方法や，舎利弗を「顕示掲磨」を行うものとして選ぶための渇磨の方法を
示す。これによって舎利弗が選ばれ，実際に王舎城で「顕示淘磨」が行なわれる。
(pp.188.24・190.14)
(d)Oその時，デーウ、、アダッタは，アジャータサットゥのもとへ行き，王子に父を殺し
て王となることを勧め，自分は世尊を殺してブッダとなる (aha中 bhagavan-
tam hantva buddho bhavissami)ことを申しでる。これを聞いてアジャータサ
ットゥは王を殺そうとするが，大臣たちがこれを知る。大臣のうちの一部の者は
「王子，デーヴァダッタ，一切の比丘を殺すべきだ」と主張し，一部の者は「王
子とデーヴァダッタのみ殺すべきだ」と主張し，一部の者は「誰も殺さずに，王
にしらせるべきだ」と主張した。そこで彼らは，王子と共にビンビサーラのもと
へと行った。
@ビンビサーラは，大臣たちの主張をそれぞれ聞いて，顕示渇磨が行われているこ
とを踏まえて i王子，デーヴアダッタ，一切の比丘を殺すべきだ」と主張する
大臣を免じ i王子とデーヴァダッタのみ殺すべきだ」と主張する大臣を下位に
置き i誰も殺さずに，王にしらせるべきだ」と主張する大臣たちを上位に置い
た。
@そこでビンピサーラは，アジャータサットゥに，なぜ自分を殺そうとするのかを
尋ねた。王子が王位を欲しているためであることを聞いたビンビサーラ王は，王
子に王位を譲る。
(pp. 190.15-191.25) 
(e)その後，デーヴアダッタは王となったアジャータサットゥに，人をイ吏ってブッ夕、を
殺すように命じ，アジャータサットゥがそれを実行しようとする。く以下，世尊を
殺そうとする様子などが示されるが省略。最終的にこれらの計画は失敗し，デーヴ
ァダッタは破僧を行うこととなる。以後にアジャータサットゥは登場しない〉
(pp.191.26・206.23)
②五百健度 (Pa円casatikakkhandhaka)
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(a)王舎城で、五百人の阿羅漢が集まって結集を行うことになるくアーナンダも最終的に
阿羅漢となって参加する>0(PTS. Vin. I， pp. 284.1-286.15) 
(b)マハーカッサパがウパーリに律を問い，両部の律を定める。 (pp.286.16・287.9)
(c)次に，マハーカッサパはアーナンダに法を問い，まず『党網経』が説かれた場所と
因縁を尋ねる。さらに『沙門果経』が説かれた場所と因縁を尋ね，アーナンダは因
縁に関して「アジャータサットゥ・ヴェーデーヒプッタと一緒の時に」と答える。
以下同様に五ニカーヤ (panca-nikaya)について尋ね，法が定められる。
(p.287.10・287.28)
(d)く以下，小小戒の問題などが説かれるが省略>(pp.287.28・293.14)
以上，パーリ律においては破僧健度と五百健度の二カ所にしか阿闇世は登場しない。
「父殺し」の説話と関係するのは破僧健度に見られる物語の方であるが， (d)の@に示
した様に，ビンビサーラ王が阿闇世に王位を譲るという記述は見られるものの，その
後ビンビサーラがどうなったかについては言及されない。また，五百健度の場合も
『沙門果経』の成立事情に関わったのが阿闇世であることを示しているだけで，それ
以上の情報は示されていない。結局，パーリ律には「父殺し」を行った阿闇世の姿は
全く描かれていないことになる。
一方，章提希に関しては，阿闇世の名称、を示す時に用いられている例が五百捷度に
一例見られるだけで (AjatasattunaVedehiputtena ; Vin. I， p.287.24・25)，具体的
な人物としては登場していない。
【3] 五分律にあらわれる阿閤世・章提希
①経分別;波羅夷2条(盗戒)因縁語
波羅夷の学処が最初に制定される直前に，世尊が摩掲大臣に「阿闇世王の王法では
人が盗みを犯した場合，どれだけ盗むと死罪になるか」を尋ね「五銭以上ならば死
罪になる」との答えを受け，それによって波羅夷となるのを五銭以上のものを盗ん
だ場合に定める。 (T.22，p.6a3-8) 
②経分別;僧残13条(破僧違諌戒)因縁語
(a)稗摩男と阿那律の出家謂に端を発し，政提王・阿那律・阿難・難提・調達・婆婆・
金革車庫，剃頭人優波離の八人が出家する。世尊は彼ら八人に法を説き，阿難と調達
以外の六人が阿羅漢を得る。 (pp.16c21-17c14)
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(b)調達は神通を得ょうと学を修し，これを獲得する。それを示す相手として瓶沙王の
太子 (r名目衆楽」とされる)を選ぴ，神通を示して信頼を得て多くの利益を獲得
する。く以下，パーリ同様に桐然天子，目連，世尊の話と続き，芭蕉，竹麓，艦馬
の警日食が説かれる>(p.17c15・18bll)
(c)世尊が王等を交えた大集会で法を説いていたとき，調達は世尊に，衆僧を放棄し自
分に譲るように求めたが，世尊はこれを退け調達の恨みとなった。くこの後に調達
の前生請が説かれる〉
その後，世尊は舎利弗に r五法教」を唱えた調達に賛同した衆に対して「掲磨
(顕示濁磨)Jをなすことを命ずる。 (pp.18b12・19a17)
(d)O神通を失った調達は，瓶沙王の太子に，父を殺して王となることを勧め，自分は
世尊を殺して法王となることを申しでる。太子は一旦は拒むが，調達の巧言によ
り同意して王のもとへと赴く。く以下，大臣たちの話が続くが，内容的にはパー
リ律と共通する>(p. 19a18・b17)
@瓶沙王は，大臣たちが王子に王位を譲ることを進言したため，それに同意して王
子に王位を譲る。王子は王となり「阿閤世」と名乗る。それにより阿闇世の父殺
害の思いは暫く消え，その後少しの聞は無事であったが，最終的に父王は殺され
てしまうく「殺逆之心便得暫息。知是少時乃以無事而害父命J>o (p.19b17・23)
(e)調達は阿闇世王が持っていた大象の象師に，世尊を殺すように命ずる。
く以下，世尊を殺そうとする様子などが示されるが省略;最終的にこれらの計画は
失敗し，調達は破僧を行うこととなるが，この部分では破僧と世尊を害することと
が同一視されており，破僧そのものの因縁を明かすことにはなっていない(五法も
説かれないにその後に学処・条文解釈などが続く>(pp.19b24-21b4) 
③健度部;受戒法
〈受戒を行う際の障法中，王の家臣(属官人)への受戒の禁止を定める部分〉
阿闇世王にー健将がいて，彼が出家を望み，比丘が度してしまった。これを知った
王が激怒し，それを禁ずる法を制定したため，世尊が「属官人」を度することを禁
止する。 (p.116bl-18)
④調伏法;波羅夷4条に関する部分
過人法(過上人法)の判例を示す中に，目連が波斯匿王と阿闇世王の戦いの結果を
予言する例が示される。ここでの白連の予言ははずれるが，世尊は「前を観じて後
を観じなかっただけである」として妄語とはしない。 (p.185a2・6)
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以上が，五分律に見られる用例である。「父殺し」の説話と対応するのは②に掲げ
た「僧残13条」に関する部分で，そこに示される内容は，ほぽパーリ律の破僧健度と
一致すると見ることができる。但し，五分律はこの物語を経分別中に組み込んで、おり，
ノマーリ律とはこの問題を処理する箇所が異なっている。また，パーリ律では言及され
なかった「父王の死」が簡潔ではあるが語られていて，前後の関係から阿闇世が父王
を殺害したと見てよいと思われる。尚，五分律の破僧法(破僧健度に対応)，及び五
百集法(五百健度に対応)に阿闇世は登場しないが，それ以外の箇所でパーリ律には
見られない阿闇世に関する言及が存在している。また，管見の及ぶ限り，五分律には
章提希は登場していない。
【4] 四分律にあらわれる阿関世・章提希
①経分別;僧残10条(破僧違諌戒)因縁語
(a)稗種子の阿那律と摩詞男の出家語に端を発し，阿那律・蹴提王・難提・金毘羅・難
陀・政難陀・阿難陀・提婆達・優波離(剃髪師)の九人が出家を希望し，世尊及び、
大上座らが彼ら九人を度す。提婆達以外は増上地を詮し，提婆達は神足詮を得る。
(T. 22， pp. 590b13-591c16) 
(b)くはじめに未生怨の命名の由来(婆羅門の占いによる)が示される〉
提婆達は徒衆を蓄えるために，神通により王子の信頼を獲得しようと考える。〈四
分律ではこの後に迦休拘羅子天子の話が入る〉提婆達は王子に神通を示して信頼を
得て多くの利益を獲得する。 (pp.591c16帽592a20)
(c)提婆達が阿閤世から多くの飲食を施されると，世尊はそれ以上に瓶沙王から施しを
受けた。これに嫉妬した提婆達は，世尊に僧(サンガ)を自分に譲るように求めた
が，世尊はこれを退けた。 (pp.592a20・592bll)
(d)O提婆達は王子に，父を殺して王となることを勧め，自分は世尊を殺して新悌とな
ることを申しでて，王子もそれに同意する。く以下，提婆達が世尊を殺害しよう
とする場面が説かれ，最終的に世尊の身体から出血させるだけで計画は失敗する。
その後に i五種の師」が語られる(パーリ律①(b)参照)> (pp. 592bll・593a29)
@世尊は比丘たちに，提婆達の行為がイ弗法僧にあらざることを示すために淘磨(=
顕示掲磨)をなすことを命じ，舎利弗に対して具体的な掲磨の仕方を示す。その
後で舎利弗が実際に掲磨を行う。 (p.593a29・c1)
@その時阿閣世は，密かに万を持って宮中に入り，王を殺害しようとするが，守門
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の者に見つかり，王を殺そうと企てていること，それを提婆達に教えられたこと
が発覚する。臣のうちの一部の者は「王子，提婆達，沙門釈子を殺すべきだ」と
主張し，一部の者は「王子と提婆達のみ殺すべきだ」と主張し，一部の者は「誰
も殺すべきではない」と主張した。 (p.593c1・13)
@守門の者がこの様子を瓶沙王に伝えると，王は顕示掲磨が行われていることを踏
まえて，誰も殺してはならないと命じ，阿闇世をH可責した上で，大臣たちに阿闇
世太子を許すよう伝える。 (pp.593c13・594a1)
※阿闇世に王位を譲る話も，その後瓶沙王がどうなったのかも示されない。
( e)悪名の流布した提婆達は，他に四人の仲間を得て乞食を行っていた。これを聞いた
世尊は，四人以上の別衆食を禁止したが，これを納得しない提婆達が破僧輪を企て，
五法を主張した。これに同調しようとする者が出たため，世尊は提婆達を町責し破
僧を思いとどまらせ，その後で学処を定める。〈以下，学処・条文解釈などが続く〉
(pp.594a・595c)
※提婆達が破僧を実際に行ったとはされていない。
②経分別;単提(=波逸提)33条(別衆食戒)因縁語
世尊が者間堀山にいたとき，提婆達多は人を使って悌を害させ，阿闇世王 (Sic.)
を使って父(王)を殺させた6)。そのため悪名の流布した提婆達多は，他に四人の
仲間を得て乞食をおこなっていた。これを聞いた世尊は，提婆達多を日可責して四人
以上の別衆食を禁止して学処を定めた。 (p.657bll・c6)
く以下，随戒，判例などが続く〉
③健度部;衣健度
く十種の糞掃衣が示され，その中の「往還衣」を具体的に示す部分の例〉
(a)拘薩羅国波斯匿王と摩掲提王阿闇世が戦って死人が多くでた。その死人の衣の扱い
方が示される。
(b)阿閣世と毘舎離梨審が戦って死人が多くでた。その死人の衣の扱い方が示される。
(p.850a28・b5)
④調部;波羅夷4条に関する部分 ※五分律[1 ]④と対応
過人法(過上人法)の判例を示す中に，目連がj皮斯匿王と阿闇世王の戦いの結果を
6 ) この部分では「爾時提婆達既教人害悌。復教阿闇世王(明;正)殺父」とされている。一方，
前述の(e)の部分に，同様の文章が存在するが，そこでは「爾時提婆達既教人害悌復教阿闇世害
父J (p.594al-2) とされていて殺父」とは記されていない。いずれにしても，この rJIj衆食」
に関する部分は，前述の①の(e)を踏まえて構成されているとみてよいと思われる。
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予言する例が示される。ここでの目連の予言ははずれるが，世尊は「前を見て後を
見なかっただけで、ある」として無犯とする。 (p.985b22-c6) 
以上が，四分律に見られる用例である。「父殺し」の説話と対応する話が r僧残10
条」において示される点や，破僧健度，五百健度に阿闇世が登場しない点などに五分
律との共通点が見られる。①に示した r1曽残10条」の内容については，大筋ではパー
リ律・五分律とほぽ一致すると考えられるが，阿闇世が父王の殺害を試みる場面につ
いては，因縁語の構成要素やその順序に異同が見られるし，父王が阿闇世に王位を譲
る話なども欠けているが，最終的に提婆達に唆されて，阿閣世が父王を害した(ある
いは殺した)との内容は五分律と同様に提示されている。また，破僧と関係する話の
延長として「別衆食」の因縁語に阿閣世が現れてくる点は注目に値する。尚，四分律
にも，章提希は全く登場していない。
[ 5 ] 摩詞僧紙律にあらわれる阿闇世・章提希
①経分別;波羅夷 1条(姪戒);判例部分
世尊が王舎城にいるとき，阿闇世王に優陀夷政陀羅という子が生まれた。この子の
陰部が虫に食われ，薬でも治癒できなかった。看護をする者が口にその部分を含ん
で暖めると痛みがひいたので， しばしばこれが行われ，暖かさで不浄を漏らすこと
があった。結局それによって虫が外に出て病気は治ったがそれが習慣となり，これ
が世間にも知られ真似をするものが出てきた。そこで阿闇世王はそのようになした
者を重罪に処することを定める。その時，優波離は世尊に口での姪は波羅夷にあた
るかを尋ねる。世尊は，比丘同士の場合は共に波羅夷になると定める。
(T. 22， pp.234cl1-235a9) 
②経分別;波夜提4条(設詩戒)の条文解釈
くここでは特に「誇事」についての詳細な解説が行われており，その中の「憶念毘
尼」の説明部分に以下の記述が含まれている〉
(a)王舎城で慈地比丘尼が不浄を行い妊娠してしまい，六群比丘の指示に従って，相手
を陀螺摩羅子(ニダッパマッラプッタ)であると偽った。最終的に陀螺摩羅子は罪
を犯していないことが認められ無犯となるが，慈地比丘尼が駆出(追放)を命ぜら
れる。これを比丘尼に対する一方的な判定と考えた比丘尼たちは，世尊の教えに従
わなくなったので，世尊は比丘たちにも告げずにそこを去った。
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(p. 328c14-329b15) 
(b)その時，章提希の子である阿闇世王は父王を殺してしまったことを後悔し，毎日三
回，世尊のもとへと来て"戴悔をしていた。ところが世尊がいないので比丘たちに理
由を聞き，比丘尼たちに腹を立てて，比丘尼をすべて領内から駆出した。
(pp.329b15・329c1)
く最終的に比丘尼たちが世尊に機悔して事態は収まる〉
③経分別;波夜提49条(捉賓戒);因縁譜
(a)悌が王舎城にいたとき，章提希の子である阿閣世王は，どの沙門婆羅門のもとへ行
けばよく善根を長養できるかを大臣に尋ね，不蘭迦葉，薩遮尼乾子を勧められた後，
者婆童子に世尊を勧められ，世尊のもとへと赴く。く以下『沙門果経』に相当する
導入話が示され，詳細な内容は「知現法沙門果経中虞説」として省略されている〉
(p.369c18・370a27)
(b)その直後に rその時，阿闇世王は殺父罪があるために，心に常に恐怖を抱き，城
中の様々な音を聞くだけでひどく驚き畏れたりしたので，すぐに城に帰ろうとし
fこ」という内容が続き (p.370a28・bl)，それが発端となって，以下に「賓」を子に
してはならないという規定の因縁が語られる。 (p.370b1-c18)
④雑諦践渠法 r布薩法」中の「堂」の解説部分
備が王舎城にいたとき，阿閣世王は者閣堀山に布薩堂を作り，種々に装飾を施して，
金華媒をなした。 (p.447bl1・13)
〈以下，布薩の際にサンガに清浄で、ないものがいたので，世尊が布薩を自ら行わず，
比丘自身が布薩を行うようになる経緯が語られる>(p. 447b13・447c2)
⑤雑諦践渠法 r鉢法」中の諸規定に関する部分
(a)悌が王舎城にいたとき，阿闇世王は大新堂を作った。 (p.461c27・28)
〈以下，その時の残余の木材を用いた鉢の使用(=禁止)に関する規定へと続く〉
(pp.461c28・462a14)
(b)備が王舎城にいたとき，阿闇世王は昆合離の離車と確執があった。 (p.462a14・15)
く以下，阿闇世の得たマニを鉢として与える相手として，薩遮尼捷子と世尊とが考
えられ，世尊はそれを受けることは禁止するが，その結果薩遮尼捷子が世尊を怨む
話へと続く (さらに鑑生経，鵜鵡生経の名が示される)>(p.462a15・b15)
⑥雑諦践渠法 r毘尼法」中の「獅子将軍」の解説部分
イ弗が毘舎離城にいたとき，阿闇世王は昆合離の離車と確執があった。阿閣世王は毘
舎離を攻めようとし，その時毘舎離の獅子将軍が目連に戦いの結果を予言してもら
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く以下，他律の過人法(過上人法)の判例を示す中にある目連の予言に関する例と
共通(目連の予言ははずれるが，世尊は「前を見て後を見なかっただけである」と
して無犯とする)> (p. 466a21・b14)
⑦雑諦践渠法 r履法(使ってはならない履物の規定)Jの冒頭部分
イ弗が王舎城蓄蓄童子巷抜羅園にいたとき，仰は阿闇世王のために『沙門果経』を説
いた。く以下，種々の履物に関する規定が続く>(p.482a25・b13)
⑧雑諦践渠法 r五百比丘集法蔵」の部分
(a)悌が昆合離城にいたとき，阿闇世王章提希子は毘舎離の離車と確執があった。
〈以下 r知大泥沼経中虞説」として浬繋の場面が省略される>(p. 489c26-28) 
(b)第一結集(法蔵)を開催するにあたって大迦葉が「世尊は章提希子阿闇世王は戸間
優婆塞無根信の中で第ーであると記していたので結集は王舎城ですべきである」と
表明する。 (p.490b19・c3)
く以下，五百結集の具体的な内容が続く (pp.490c3・493a19)>
以上が，摩詞僧紙律に見られる用例であるが，この律は六広律のうち唯一大衆部系
の律であることもあって，他律とは異なる点が幾っか見られる。まず上記の例によっ
て明かなように，摩詞僧紙律には「阿閣世の父殺し」説話と対応する話が存在しない。
周知のように摩詞僧紙律の健度部相当部分は他律と構造的に大きな異なりを有するた
め7)，組織的に「破僧健度」を持たず部分的に破僧を解説する箇所を有するだけであ
るが，いずれにしても提婆達多との関係で阿闇世が「父殺し」を行う場面はどこにも
描かれていない。それは他律と比較的内容が一致する経分別の僧残10条(破僧違諌
戒)の部分でも同じである。しかし r阿闇世が既に父王を殺した」という記述だけ
は存在している。従って，その経緯に関しては何の情報も提示されないが，この律の
編纂者には「阿闇世は父を殺した」という認識が明確にあったと見ることができる。
この他にも，上記の三律には存在しなかった，①の阿闇世の子供に関する物語は，以
下に見る十諦律・根本説一切有部律，及びジャイナ文献との関わりを考える上で重要
と思われるし，阿閤世が仏教の保護者的な姿で描かれる例が多くなっている点などに
7) この点に関しては，次の論文を参照されたい。佐々木閑 n摩詞僧紙律』蹴渠法・威儀法内容
一覧J Ii花園大学研究紀要.!l，第24号， 1992年， 1-26頁。 ShizukaSasaki， Buddhist Sects in the 
Asoka Period (4) -The Structure of the Mahasarpghika Vinaya-， Ii悌教研究.!l，第23号，
1994年， 55-100頁。
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も注意が必要で、ある。尚，宰提希に関しては，パーリ律と同様に阿闇世の名前に「宰
提希子」が付される例は幾つか見られるが (p.329b; 369c; 489c; 490c)，それ以外に
章提希は登場しない。
【61 十諦律にあらわれる阿閣世・章提希
①経分別;波羅夷2条(盗戒);因縁語
(a)く達尼迦比丘の因縁請の一部〉自分でイ乍った赤色の泥舎が世尊の命で壊されたのを
知り，達尼迦は王舎城の材木師のところへ行き，章提希子阿闇世王が自分に材木を
与えたと語った。 (T.23， p.3b乱c7)く以下，因縁語がさらに続く〉
(b)学処の最初の結戒の直前に，世尊が阿難に命じて「阿闇世王は，人が盗みを犯した
場合どれだけ盗むと大罪としているか」を衆人に尋ねさせ["五銭あるいは五銭に
相当するものを盗めば大罪になる」との答えを受け，それによって波羅夷となるの
を五銭に定めた。 (p.4a21・27)
②経分別;波羅夷4条(妄語戒);判例部分
目連が入定中に，践者の夜叉と摩掲陀の夜叉とが争い践者の夜叉が勝つの見て，定
から起って比丘に，践者の人が摩掲陀の人と争い，践者の人が勝つと予言した。そ
の後，阿闇世王が践者の人に勝ったので，これが妄語ではないかと問題になる。世
尊は「前を見て後を見なかっただけである」として無犯とする。 (p.13a16・b8)
③経分別;波夜提36条(別衆食戒);因縁語
{弗が王舎城にいるとき，阿閤世王は提婆達を信じ，彼を食事に招待したところ，提
婆達に誘惑された年少比丘など大勢の比丘たちが提婆達と一緒に食事にでかけ，
種々の問題を起こした。そこで備は，別衆食を禁止する。 (p.93bll・c14)
④雑諦・調達事 ※他律の破僧健度に相当
(a)出家した調達は， f弗，舎利弗，目連などに神通力の教えを求めるが皆に拒絶され，
最終的に阿難に教えてもらって，世俗の四禅を得て神通力を獲得する。
(p.257a4-b24) 
(b)調達は悪心により，瓶沙王の太子である阿闇世に神通力を示して信頼を得て，多く
の利益を獲得する。 (p.257b24・c16)
(c)比丘たちがこの様子を併に告げるが，備は芭蕉，竹藍， J騒馬の警喰によって調達を
非難する。 (pp.257c17・258a9)
(d)目連は迦扶陀天子により，調達が神通力を失ったことを知る。その後，調達は仰に，
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衆僧を譲るように申し出るが，イ弗はこれを退ける。そのため調達は備に眠恨心を抱
くが，備は比丘たちに「五種の師」について語る (pp.258a9・259a8)
( e)その後，調達は和合僧を破そう考えて，四人の仲間を集め，五法を唱えて破僧を企
てる。くこの時の破僧は備の諌めに従ってー互は収束し，破僧とはならない〉
(p. 259a9-c14) 
(f)備が王舎城にいるとき，阿闇世王は提婆達を信じ，彼を食事に招待したところ，提
婆達に誘惑された年少比丘など大勢の比丘たちが提婆達と一緒に食事にでかけ，
種々の問題を起こした。そこで備は，別衆食を禁止する。 (pp.259a9幽260a12)
※この部分は上記③経分別;波夜提36条(別衆食戒)の部分と一致する
(g)調達は悌を害そうと，人を使って悌に石を落とすく結局は備の足から血を出すだけ
で，殺害の企てはことごとく失敗する〉。それにより仰は阿難に命じて，調達の行
いは悌事法事僧事ではないということを，王舎城の人々に知らせるく但し，これを
掲磨とは言わない>0 (p. 260a13・cll)
(h)O悌への膜恨心を増幅させた調達は，阿闇世太子のところへ赴いて，太子に父を殺
して王となることを勧め， 自分は仰を殺して新しい悌となることを申しでる。王
子もそれに同意する。 (p.260cll-17) 
@阿闇世は，瓶沙王が林園から戻ってくるのを待ち伏せ，剣を投げて殺そうとする
が，王はこれを免れる。阿闇世は逃げるが，家来たちに捕らえられ王の前に連れ
出される。王が太子に理由を尋ね，太子は調達の勧めによることを白状する。こ
れを聞いて，ある大臣は「一切の沙門釈子を殺すべし」と主張し，ある者は「調
達とその弟子のみ殺すべし」と主張し，ある者は「調達のみ殺すべし」と主張し，
ある者は「誰も殺すべきではない」と主張した。最終的に瓶沙王は，誰も殺して
はならないと命ずる。 (pp.260c17・261a22)
@王は阿闇世太子に，何故，王の命を奪おうとするのかを尋ね，その後阿闇世に自
分と同じ王としての立場を与える(王位を阿闇世に譲るのではない)。この結果，
一国に二人の王がいるような状況となり，これに乗じて調達が再び阿闇世に，瓶
沙王を殺すことを勧める。阿闇世は家臣に命じて父王を捕らえ牢獄にいれるが，
父王に惹かれる多くの人々が食べ物を持って牢獄に訪れるため，王は生き長らえ
た。これを知った阿閣世は，牢獄の番人に人が入ることを禁止させる。すると今
度は，王の夫人が密かに父王に食べ物を差し入れた。阿闇世は夫人が牢獄に入る
ことを禁ずる。次に，大夫人が食べ物を衣に塗り，さらに上に衣をつけてそれを
隠して，父王に差し入れをした。これを知った阿闇世は，大夫人が牢獄に入るこ
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とも禁ずる。 (p.261a22-b20)
@次に父王は，獄中から者閣堀山を見て， 1弗，舎利弗，目連などが山を上り下りす
るのを見て歓喜し，それによって生き長らえる。それを知った阿闇世は，外が見
えないように障碍を置くことを命ずる。すると今度は備が王舎城へと入城し，そ
れによって様々な奇瑞がおこった。奇瑞がおこったことにより備が入城したこと
を知った父王は，隙聞から備を見て聖道を獲得し，それによって生き長らえた。
これを知った阿闇世は，万で、父王の脚の底を削り皮をはがせた。その結果，父王
は日毎に衰弱していった。 (p.261b20・c19)
@ある時阿閤世が母と共に食事をしていた。阿閣世には優陀耶践陀という子供がい
たが，そのとき優陀耶践陀は狗と戯れていて，食事に呼ばれても狗と一緒に食べ
ようとしたため，阿闇世はこれを許す。阿闇世はこれを「難事をなした」とした
が，母は父王がかつて阿闇世に行った「難事」一阿閤世が幼い頃に手の指に腫れ
物ができて痛みで眠れなかったとき，父王はこれを口にふくんで暖めて痛みをと
り，さらに膿までも飲んだーを語り，王を牢獄から出すように願う。阿閤世はこ
れを聞き入れ，人々が喜んで父王の牢獄にかけつける。それを聞いた父王は，阿
闇世は悪逆で慈悲心がないため，自分に何をなすかわからないと考え，自ら床下
に身を投じ命を断った。これにより，阿闇世は父王の命を奪い大逆罪を得た。
(pp.261c19・262a10)
(i) <調達が阿閤世の持っていた「守財」という象を使って仰を殺害しようとする話
(三種の本生請を伴う)> (pp.262al1-264b15) 
(j) <調達が五j去を主張して破僧を行う話(本生課，優波離の破僧に関する問い (14破
僧事)を含む)>(pp.264b-267a) 
⑤雑諦・雑法 ※他律の雑事，威儀健度などに相当
イ弗が王舎城にいたとき，瓶沙王は竹園中に五百の僧坊を作ろうとしたが，すべてが
完成する前に王は亡くなった。これを見た阿闇世は，父王の後を承けて完成させる。
〈以下，僧坊の「隆道J (梯子?)を作るにあたっての規定が示される〉
(pp.276c22・277a12)
⑥比丘尼律(経分別);単提(波逸提)98条(国外疑畏処遊行戒)
イ弗が王舎城にいたとき，国外の小国に反乱があったので阿闇世王は自ら軍を率いて
出兵しこれを討った。 (p.323b3・25)
⑦増一法(一法)
瓶沙王が死んだとき，比丘たちは「内宿(食物の貯蔵)Jの規定に違反することを
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心配したが，偽は阿闇世が代わりとなるので「内宿」にはならないとする。
(p.347b3・22)
⑧波羅夷法妄語戒
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目連が入定中に，践者の夜叉と摩伽陀の夜叉とが争い践者の夜叉が勝つのも見て，
三味から起って比丘に，践者の人が摩伽陀の人と争い，践者の人が勝つと予言した。
その後，阿閤世王が践者の人に勝ったので，これが妄語ではないかと問題になる。
世尊は「前を見て後を見なかっただけである」として無犯とする。く上記の②経分
別;波羅夷4条 (p.13a16-b8) と一致)> (p. 442a18七12)
⑨五百比丘結集三蔵法品
イ弗が般j皇繋した後に，舎利の分配を申し出る者たちの一人として r摩伽陀国主阿
闇世王章提希子」が含まれる。く阿闇世は第八分を得て王舎城に塔を建てて供養し
fこ>(pp.446b9-447a11) 
⑩毘尼中雑品
阿闇世王は父の使っていた大床を見て「父は清浄で、無過であったのに狂死した」と
心に悔憂悩をおこし，家臣たちに「この諸床を運び去れ」と告げた。くその後，そ
の大床の置かれる場所が様々に変えられ，最終的に衆僧に施されるが，問題が生じ，
悌は大床高床を蓄えそこに座したり臥したりするのをを禁ずる。受け取って大切に
保管することだけは許可される>(pp. 460c23-461a11) 
以上が，十諦律に見られる用例であり，阿闇世の「父殺し」に関わる物語は破僧鍵
度に相当する調達事(上記④)に収められている。デーヴァダッタの破僧に関しては，
大筋でパーリ律・四分律・五分律と共通する内容を有すると見ることができるが，随
所に個別の物語が挿入されていて，特に「父殺し」に関する場面(上記④の(h)の部
分)では，その状況が詳細に語られている。なかでも(h)の..の部分は観経』序
分と共通点が見られる点で重要で、あり，最終的に瓶沙王が自殺をしたという記述も，
上記の四律にはない新しい要素である。全体的に見ても，阿闇世の登場する頻度が高
いと見てよいであろう。また，④(h)8に見られる阿闇世の子に関する説話は，摩詞僧
紙律やジャイナの伝承などと対比して注目に値すると思われる。
一方，十諦律においても章提希は阿闇世の名前を示す場合に「阿閣世王章提希子」
あるいは「章提希子阿闇世王」の形で用いられる以外に (p.3c;446b) ，名前を伴う
形では登場しない。但し，瓶沙王の夫人(あるいは大夫人)，及び阿閤世の母が，章
提希という名前を伴わずに登場する場面が見られる(上記，④(h).および@参照)。
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この点も，上記四律との明確な違いとして注意する必要がある。
【7] 根本説一切有部律にあらわれる阿闇世・章提希
以下に根本説一切有部律にあらわれる阿闇世と章提希の用例を掲げるが，ここに整
理を行った内容は，⑬に挙げた衣事の例を除いて，それ以外はすべて漢訳資料に基づ
くものである。周知のようにこの部派の律は，サンスクリット原典が部分的に，チベ
ット訳資料が完本として現存しているので，それらの対応箇所(チベット訳はテソレゲ
版と北京版の箇所)も併せて示した。さらに，この律に説かれる説話の概要，及びそ
れらと関係する資料についての情報を網羅しているパンルンの研究の当該頁なども併
せて掲げた。
①経分別 (1根本説一切有部毘奈耶J);波羅夷2条(不与取学処);因縁語
(a河旦尼迦芯努が摩掲陀国勝身(=ヴ、ァイデーヒー)子未生怨(=アジャータシャトゥ
ノレ)王の材木を子にいれようとする因縁語。く上記，十諦律①参照〉
(T. 23， pp. 635c23・637a27;D. Ca 51b5-58a3: P. Che 46a2-51b3) 
(b)畢隣陀婆嵯の神通力に関わる因縁語く影勝王(二ビンビサーラ)が未生怨に賊を捕
まえるように命じ，未生怨に話を聞いた畢隣陀婆躍が神通力で賊から盗まれた物を
取り返す>(pp.650b19・651a27;D. Ca 98b4-101a7: P. Che 88b3-91a1) 
②経分別;波羅夷4条(妄説自得上人法学処);因縁謂
未生怨王が栗姑見(リッチャビ)を攻めて戦い，その結果を目連が予言するが，予
言と異なる結果となる。世尊は「初勝を記して後を記さず」として無犯とする。
(pp. 677c22-679a26; D. Ca 192a4-199a1: P. Che 175b3-180a6) 
③経分別;僧残1条(破僧違諌学処);因縁謂
(pp.700a29・704b27;D. Cha lla6・13b6:P. Je 10b2-12b5; Panglung. p. 132) 
(a)提婆達多は，悌，舎利弗，目連などに神通力の教えを請うが皆に拒絶され，最終的
に十力迦葉に教えてもらって，世俗道によっての初静慮を得て神通力を獲得する。
(p. 700a29-c27) 
(b)提婆達多は未生怨太子に神変を示して信頼を得て多くの利益を獲得する。
(pp.700c27・701a21)
(c)比丘たちがこの様子を備に告げるが，イ弗は芭蕉，竹董， l櫨馬の誓日食で提婆達多を非
難する。 (p.701a21-b9)
(d)目連は迦倶陀天子により，提婆達多が神通力を失ったことを知る。その後，提婆達
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多は世尊に衆僧を譲るように申し出るが，備はこれを退ける。そのため天授(=提
婆達多)は世尊に殺害心を抱くが，世尊は比丘たちに「五種の師」について語る
(pp.701b10・702b21)
( e)その後，天授は破僧をなそう考えて，四人の仲間を集め破僧を企てる。〈以下，提
婆達多を諌めるための別諌の掲磨(白四掲磨)，仲間の四人を諌めるための掲磨
(白四濁磨)が詳細に示されるが，五人はそれに従わない。最終的に世尊が提婆達
多を直接町責し諌め，学処を制定する(この時の破僧が成立したかどうかについて
の直接的な言及はない)>(pp.702b22・704b27)
④経分別;堕法59条(捉賓学処);因縁語
(pp.854b3・846b1;D. J a230b1・242b1:P. Ne 216b7-227b8; Panglung. p. 143) 
(a)未生怨は父を殺して自立したのち，使者を使って国の中で誰が多財を有しているか
を調べさせていた。く貧人が世尊の言葉で，大昔の隠された財を子にいれる物語〉
(p. 845b3・c10)
(b)六群比丘が栗姑見閣にいる時，戯具を見て音楽を奏でたが，それが未生怨の戦鼓の
響きと似ていて，人々に迷惑をかけたく以下に学処が制定される>(p.846a14・b1)
⑤経分別;堕法(波逸提)82条(入王宮門学処)
この部分には，勝音城の仙道王に関する物語や仙道王の本生請など膨大な物語が語
られているが，その一部に，仙道王と影勝王(ニビンビサーラ)との関わりを説く
部分があり，そこに「夫人が勝身(ニヴァイデーヒー)で太子が未生怨J (p. 
873c10-11: D. Na 102a7・103a1:P. Te 95a7・95b8) との記述がある 8)。
⑥比丘尼経分別 (r根本説一切有部芯甥尼毘奈耶J);波羅夷 1条(不浄行学処)
(a)く妙賢比丘尼が不浄行を行うに至る因縁語の一部〉その時，未生怨は自分の父を柾
殺して大追悔を生じ，憂いを抱いて室にあった。くこの後，妙賢比丘尼と出会って
彼女に魅せられた未生怨は，強引に不浄行を行う〉
(pp. 912b25-913a21; D. Ta 43al-46a4: P. The 42a2-45a2; Panglung. p. 162) 
(b) <判例部分;妙賢比丘尼の前生因縁謂の一つ〉諸比丘が世尊に「妙賢比丘尼はいか
なる業によって，阿羅漢果を詮していながら，未生怨王のために不浄行を行うこと
になったのか」を尋ね，世尊は妙賢比丘尼の前生因縁請を語る。
8) Ii根本説一切有部毘奈耶』の「堕法82条(入王宮門学処)Jの部分には，仙道王に関わる様々な
説話が含まれているが，その物語に，仙道王が息子の項誓に王位を譲って出家し比丘となり，阿
羅漢となって後に，項警によって殺されてしまうというという物語が含まれている。細部での話
の内容は異なるが，父殺し(ここでは阿羅漢殺しも含まれる)というモチーフは，未生怨の場合
と共通しており，注意を要すると思われる (T23，pp. 866c4-893c10)。
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(p. 917a20-22; D. Ta 70b5・71a7:P. The 68a7-69a2; Panglung. p. 165) 
⑦比丘尼経分別;堕法103条(知有怖遊行学処)
あるとき未生怨王は虞厳城(リッチャビの城)に恨みを抱き，これを討とうとして，
そこへ行くことを禁止した。く十諦律の⑥比丘尼律単提98条 (p.323b3-25) と対応〉
(p. 1003c4-18; D. Ta 279a5-279b2: P. The 245a7-245b4) 
⑧健度部;出家事 (r根本説一切有部毘奈耶出家事J)
〈目連の出家因縁語の一部〉王舎城に節会があって，影勝王は別に用事があったの
で，代わりに未生怨太子を使わした。 (p.1024a19・2;D. Ka 18b5・19a1:P. Khe 
19a3-19a5; Eimer. I， p.48)く倶哩多(=目連)の父は，影勝王亡き後に倶哩多を
未生怨太子の家臣にしようと考える〉
⑨健度部;薬事 (r根本説一切有部毘奈耶薬事J)
(a)く無稲稗龍王因縁語の一部〉
世尊が王舎城にいたとき，未生怨太子は提婆達多にそそのかされて，父王を殺害し，
自ら王位についた。未生怨が如来に様々な危害を加えようとするのを知って，母で
ある章提希はそれをやめさせようとするが未生怨は従わない。そこで世尊は王舎城
を離れて室羅伐城へと行くく世尊は「未生怨を無根信に住せしめるころが出来るが
今はまだその時ではない」と考える〉。
(T.24， p.19c2・16;D. Kha 13a6-13b5: P. Ge 12b2・12b8;Panglung. p.20) く以下，
無稽稗龍王の力で王舎城に飢鐘が起き，世尊が王合城を離れたのがその原因である
と母章提希より教えられ，未生怨が世尊に謝罪をする話が続く〉
(b)く波町離大城の由来に関する話の末尾〉
その時，摩鶏陀国未生怨王と虞厳城栗姑昆などがそれぞれ虹橋を造った。 (p.23c8・
9; D. Kha 28b4・28b5:P. Ge 26b2・26b3;Panglung. p. 21)くその後，世尊のために
龍が橋を造ってガンジス川を渡らせる話が続く〉
⑩健度部;衣事(Civaravastuの官頭部分) ※衣事の漢訳は現存しない
(a)く衣事の官頭部分に，ビンビサーラにチェーラー(=ヴァイデーヒー)が嫁ぐ物語
があり，そこで「ヴァイデーヒー」という名前の由来が示される (GM. vol. II， 
part 2， p.13.17; D. Ga 55a3: P. Ne 52a8)。さらに，二人の聞に男の子(ニアジャ
ータシャトゥル)が生まれ，後にビンビサーラを殺して王となるという予言が示さ
れる>(GM. vol. II， part 2， pp. 1.16・15.16;D. Ga 50b3帽55b7:P. N e 48a2-53a5; 
Panglung. p. 63) 
(b)くアジャータシャトゥルの異母兄弟であるジーヴFァカについての種々の物語の中で，
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将来王位につく王子としてのアジャータシャトゥルも若干言及される>(GM. vol. 
II， part 2， pp. 15.17聞40.13;D. Ga 55b7-66b1: P. Ne 53a5-63b5; Panglung. p.63-
65) 
(c)ウ、ァイデーヒーの陰部に腫れ物ができて，これをジーヴァカが治療した。 (GM.
vol. II， part 2， pp. 40.13-41.20; D. Ga 66bl-67a2: P. Ne 63b5-64a7) 
(d)悪友のデーヴァダッタに唆されて父王を殺してしまったアジャータシャトゥルが，
腹部が膨張する病気にかかった。これをジーヴ許アカが直す(治療の際にアジャータ
シャトゥルの息子のウダーイパドラを巡る物語が含まれる)0 (GM. vol. II， part 
2， pp. 42.1-43.17; D. Ga 67a2-67b6: P. Ne 64a7-65a4) 
⑪健度部;破僧事(fi"根本説一切有部毘奈耶破僧事J)9)
(a)く提婆達多の破僧の因縁語(1 ) >
その時，世尊は未生怨のために法を説き，彼に無根信を生ぜしめた。 (p.147c4・5;
SBV. I， pp.253.24司254.4;D. N a 258a6・258b3:P. Ce 228a4・228a8)
くこの後，提婆達多が悪心を起こし，五法を主張して破僧を企てる〉
(b)く提婆達多の破僧の因縁語(2 ) >※上記③経分別(僧残11条)と対応 (pp.
167c26-173c9; SBV. I， pp.68.1-89.33; D. Na 157a5・176a2:P. Ce 150b3・167b3;
Panglung. pp. 103-104) 
@提婆達多は，イ弗，舎利弗，目速などに神通力の教えを請うが皆に拒絶され，最終
的に十力迦葉に教えてもらって，初禅を得て神通力を獲得する。
(pp. 167c26・168c3)
@提婆達多は阿闇世太子(未生怨とはされない)に神変を示して信頼を得て多くの
利益を獲得する。 (p.168c3-23) 
@比丘たちがこの様子を悌に告げるが，イ弗は芭蕉，竹産， )瞳馬の警P~で提婆達多を
非難する。 (pp.168c23・169a11)
@目連は迦倶陀天子により，提婆達多が神通力を失ったことを知る。その後，提婆
達多は世尊に衆僧を譲るように申し出るが，イ弗はこれを退ける。そのため提婆達
多は世尊に七種の逆心を抱くが，世尊は比丘たちに「五種の師」について語る
9 ) 漢訳の破僧事に存在する提婆達多の様々な物語と， SBV. (及ぴチベット訳破僧事)に存在す
る物語との聞には，配列順序などに一部異なりが見られる。 SBV.とチベット訳に見られる物語
の配列が一致することから，そちらが本来の順序であり，漢訳破僧事に見られる現在の構成は，
漢訳される過程に生じた何らかの混乱によるものと思われる。ここでは，先に述べたように，漢
訳に見られる順序に従って資料整理を行ったが，破僧事に見られる(a)(b)(c)(d)(e)の物語は，本来は
(b)(c)(d)(e)(a)の順序で、あったと考えられる。
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(pp.169a12・170b24)
@その後，天授は破僧をなそう考えて，四人の仲間を集め破僧を企てる。〈以下，
提婆達多を諌めるための別諌の渇磨(臼四褐磨)，仲間の四人を諌めるための渇
磨(白四掲磨)が詳細に示される。その後に僧残の学処制定が説かれるが省略が
多い>(pp. 170b4-172b19) 
@く十力迦葉に対して無恩の提婆達多に関する話>(p.172b19・173b7)
@世尊が王舎城にいたとき，提婆達多は五百の比丘と行動を共にし，阿闇世王に愛
楽されていた。く以下，阿閤世王無智前生語が続く>(p. 173b8-c9) 
(c) <提婆達多の破僧の因縁謂(3) [二十億耳の誕生・出家因縁語J>
世尊が王舎城にいたとき，提婆達多は阿闇世王に父王を殺害するようそそのかされ
る。阿闇世王は，世尊に粥を届けようとする頻昆裟羅王を待ち伏せて父王を刺そう
とするが，粥の容器だけを壊し，父王は逃れる。 (p.184c19・29;SBV. I， pp.135. 
26・136.8;D. Na 202a2-202a5: P. Ce 190a4-190a7; Panglung. p.110)く以下，二十
億耳の話が続く〉
(d)く提婆達多の破僧の因縁語(4 ) >※上記(c)の阿闇世の話に続く内容
未生怨が父王を殺害しようとしたことが人々のうわさとなる(この部分には「未生
怨」の語と「阿闇世王」の語の両者が混在する)。そこで世尊は比丘達に，提婆達
多と阿闇世の前生請を語る。 (pp.187c18-188a28;SBV. I， pp. 149.16-150.9; D. Na 
211b2・212b6:P. Ce 197b8・199a1;Panglung. p. 111)く以下，さらに提婆達多無思
無報前生請が続く〉
(e)く提婆達多の破僧の因縁語(5 ) >(pp. 189a15開206a14;SBV. I， pp. 154.4・219.6;D. 
Na 214a7-260a5: P. Ce 200a6-239b7; Panglung. p. 112/121/123) 
@その時，未生怨王は，父王の前に剣を投げだし，眠患の心のあることを示した。
そこで父王は未生怨に謄波城を与えることにする。携波城を得た未生怨は，提婆
達多の言葉に従って，課税を重くした。すると苦しめられた謄波城の人々が外国
へと逃げてしまったので，父王は王舎城以外の摩掲陀国の人民をすべて未生怨に
与えた。このようなことが繰り返されて，最終的に父王はすべてを未生怨に与え
てしまう。それでも未生怨が人々を苦しめ続けたので，父王は未生怨を諌めたが，
未生怨はこれを「王にたいする罪」であるとして父王を幽閉する。 (pp.189a15・
189c7; SBV. I， pp. 154.4・155.30;D. Na 214a7.・215b1:P. Ce 200a6-201a4) 
@王が幽閉されたので，大夫人主提希は王のもとへ食事を届けていた。これを知っ
た未生怨王は守門人や諸宮人に命じて，父王に食物を届けることを禁止させる。
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そこで章提希は，今度は跡蜜を裂に混ぜて身体に塗り，脚の飾りに水を入れて王
に届けた。これを守門人から聞いて知った未生怨は，章提希が王のもとへ行くこ
とも禁じた。 (p.189c7・27;SBV. I， pp.155.30・156.16;D. Na 215bl-215b7: P. 
Ce 221aι201bl) 
@その時世尊は者闇堀山で経行をしていたが，それが父王の幽閉されている場所か
ら見えたため，王は歓喜し，それによって生き長らえた。それを知った未生怨は，
幽閉されたところから外を見えなくさせ，父王の足下を刺して立つことが出来な
いようにした。 (pp.189c27-190a5; SBV. I， p.156.16圃28;D. N a 215b7・216a4:P. 
Ce 201bl-201b5) 
@苦しみ悲しむ父王が世尊に見えたいと願うと，世尊はこれを知り，目連に命じて
影勝王のもとへと遣わす。目連は三摩地に入って幽閉されている王の前へ現れ，
「王が現在の苦況にあるのは業因によるものである」との世尊の言葉を伝える。
そこで父王は目連に，どこに「好食飲」があるのかを尋ねる。目連は「四天王
処」にあると答えて，者閤~屈山に戻る。 (p. 190a6・b3;SBV. I， pp. 156.29-158. 
21; D. Na 216a4-217b3: P. Ce 201b5・202b7)
@その時未生怨王の子が指に矯病を患い，未生怨は子供の指をくわえて痛みをやわ
らげようとしたが，膿が出たのでそれを吐き出した。これを見た章提希は，かつ
て未生怨にも子供の頃に同じことがあり，その時父王は，未生怨の膿を飲んだこ
とを話す。これを聞いて未生怨王は憐愛の心を起こし，父王がもし生きていれば，
国の半分を与えると家臣に命ずる。人々が喜んで、王のもとへと駆けつけようとす
ると，その声を聞いた父王は「きっと自分に種々の苦刑を与えようとしているの
だろう」と考えて，自らの命を捨てて北方天王宮に化生した。 (p.190b3・19;
SBV. I， pp.158.22開159.10;D. N a 217b3・218a2:P. Ce 202b7-203a5) く以下， 影
勝王の前生謂が続く〉
@家臣から父王が亡くなったことを聞いて未生怨王は悲しみ，愁いを抱いていた。
その後，提婆達多は未生怨に，自分を仰となすように告げる。未生怨王は悌身は
金色であるのに，提婆達多にはそれがないと言ったので，提婆達多は金匠を使っ
て身を金色にするが，その際ひどい苦痛を受けた。 (p.191b26・c4;SBV. I， pp. 
161.7・163.28;D. N a 221a2・221a5:P. Ce 205b4-205b7)く以下，その苦痛に関す
る前生語が続く;さらに悌の「脚輪相」に関して同様の事態が繰り広げられ，そ
れについても前生請が説かれる (pp.191c4-192a14; SBV. I， pp. 163.28-166.4; D. 
Na 221a5・222b2:P. Ce 205b7・206b8)>
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@提婆達多は未生怨に，沙門喬答摩を殺そうとしていることを告げ，協力を依頼す
る。 (p.192a14-18;SBV. I， p.166.5-10; D. Na 222b2-222b4: P. Ce 206b8・
207al)く以下，様々な方法で，提婆達多が世尊を殺害しようとする様子が語ら
れ，併せてそれに関係する前生誇が随所に挿入されている。「出イ弗身血」の話や
未生怨が保有していた「大象」の話などもここに示されるが詳細は省略〉
@提婆達多は沙門喬答摩が主張している「四種修道(乞食・糞掃衣・三衣・露坐)J
に異議を鳩えて 10)，比丘達に箸を取らせ，蕎を取った五百人の比丘を従えて破僧
を行った。 (p.202c5・21;SBV. I， p.204.10・25;D. N a 249b5・250b7:P. Ce 230b7・
231a8; Panglung. p. 121) <以下，舎利弗と目連が五百比丘を連れ戻す話や世尊
の和合僧が破すことになった前生因縁語などが続く〉
@世尊が王舎城の侍縛迦苓没羅園にいた時，未生怨王は侍縛迦の勧めに従って，世
尊を供養しに出かけていく。 (pp.205a9・206a14;SBV. I， pp.216.8-219.6; D. N a 
258a5司260a5:P. Ce 238a4-239b7) 
く以下沙門果経』に相当する内容が語られる;摩詞僧紙律③経分別波夜提49条
参照)11)
⑫健度部;雑事(0"根本説一切有部毘奈耶雑事J)
(a) <火生長者(Jyoti手ka)の物語の一部〉
影勝王が火生長者の家に留まり，欲楽に耽溺して宮中に戻らなくなる。そこで家臣
の進言により，未生怨太子が王を連れ戻しに行く。その時，火生長者のもとにあっ
た賓珠を見て，未生怨はこれを子に入れようとするが叶わず，父王が亡くなって自
分が王となった際にはこれを手に入れると宣言する。その後，未生怨は提婆達多の
教えに従って，父を殺害し国主となって，火生の賓珠を子にいれようとする。 (pp.
214c29・215b5;D. Tha 24a7-24b5: P. De 21b6-22a4; Panglung. p. 168)く以下省略〉
10) 漢訳が「四種修道」と，四つの項目を挙げるのに対し， SBV. (I， p.204.15-22)及びチベット
訳 (D.Na 249b5・250b7:P. Ce 230b7・231a8)には，五種の誓戒 (panca-vratapada)として，
アランニャ住 (aralJ.yakatva)，乞食 (pilJ.clapatikatva)，糞掃衣 (parpsukulikatva)，三衣
(traicIvarikatva) ，露坐住 (abhyavakasikatva)が挙げられている。但し，ニョリのテキスと
では，三衣と露座住の二項目はチベット訳からの復元と思われる。いずれにしても，一般的にデ
ーヴァ夕、、ッタの破僧と結び付けられる「五法」とは異なる立場が示されている点には注意が必要
である。
11) 尚， SBVとチベット訳破僧事にはこの『沙門果経』相当部分が完全に保存されているが，漢
訳は冒頭部分が示されるだけで，殆どを欠いている。『沙門果経』相当部分の末尾には阿闇世王
の無根信の問題などが存在し，漢訳破僧事の混乱状況の問題とも併せて検討を行う必要があると
思われる。根本説一切有部律所収の『沙門果経』に関しては，次の研究を参照されたい。党文仏
典研究会編ri'沙門果経』和訳(l)J，イ弗教大学『仏教学会紀要.1，第2号， 1994年， 1-32頁。同
ri'沙門果経』和訳(2 ) J，イ弗教大学『仏教学会紀要.1，第3号， 1995年， 17-57頁。
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(b) <コーサラ国王の勝光王 (Prasenajit)が悌に帰依する因縁請の一部〉
息子の悪生(ヴィドゥーダパ;Vidudabha)に駆出された勝光王は王舎城へ赴き，
父王を殺害して王位についた未生怨王に会おうとする。しかし，未生怨王が勝光王
に会う直前に，勝光王は亡くなってしまう。このことを未生怨は世尊に告げ，世尊
が勝光王の前生謂を語る。 (pp.238c1・239b18;D. Tha 87a4・88a2:P. De 83b7・84b4;
Panglung. p. 172) 
(c)く目連が迫害を受ける物語の一部〉
舎利弗と目連が，無間地獄で外道のH甫刺肇に会った後，王舎城に入って，そこで
[a甫刺肇の弟子の]執杖外道に打たれそうになる。舎利弗はこの難を逃れたが，目
連は業により外道に打たれてしまう。これを知った未生怨王が目連に，どうして神
通第ーといわれる目連が逃れることが出来なかったのかを尋ねる。目連はそれが業
因によるものであることを未生怨王に教える。 (pp.287a8・288a13;D. Tha 237a1・
239b3: P. De 224bl-226a7; Panglung. p.180) 
く以下，これが原因となって目連が浬繋に入る物語が続く〉
(d)く浬繋前遊行行化事〉二備の浬繋に至る過程が説かれる部分(浬繋経相当部分)
世尊が王舎城の鷲峰山にいたとき，摩掲陀主未生怨王はイ弗栗氏国(ニヴリジ国)と
争っていた。 (p.382b29・c1;D. Da 228a2-228a3: P. Ne 219b5-219b6; Panglung. p・
198; MPS. p. 102)く以下，未生怨の大臣である行雨婆羅門に，世尊が七種不退転
法を説く物語が続く〉
( e)く世尊が浬繋した直後の部分〉
世尊がj呈繋されたことを知った大迦葉は[""勝身の子未生怨はようやく信根をおこ
した状態であるため，世尊がj皇繋されたことを聞くと熱血を吐いて死んで、しまう」
と考えて，行雨婆羅門のもとへ行き，それを防ぐための方便を示す(方便の内容=
圏中の妙堂殿に世尊の本因縁(世尊の生涯)の図を描き，人と同じ大きさの八つの
函を用意して，七つの函には生醇を入れ，八つめには牛頭栴檀香水をいれておく)。
大臣が用意を調えた後に，王は描かれた図によって世尊の入浬繋を知り，悶絶して
地に倒れた。しかし，大迦葉に教えられて用意した函に順次入れていくと，最後の
函に王の身体をいれた時，王は息を吹き返した。 (p.399b15-c23; D. Da 290a6・
291a7: P. Ne 274b5-275b6; Panglung. p. 202; MPS. pp.398-405) 
(f) <悌身舎利の分配に関する部分〉
拘戸那城の人々が世尊の舎利を供養していると，波波緊落の人々，遮洛迦邑，部魯
迦邑，阿羅摩邑，吠率奴邑，劫比羅城諸釈子，扉舎離栗姑昆子が舎利の分配を求め
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て集まってきた。さらに摩掲陀国未生怨王も舎利を得るために軍を率いて拘戸那城
へ行こうとするが，イ弗恩の深さを念じて悶絶し象に乗ることが叶わず，行雨大臣を
遣わすことにする。 (pp.401cl-402a16;D. Da 297a3-299a3: P. Ne 281a8-283a6; 
MPS. pp.432・439)
く以下，舎利が八分され，さらに十の仏塔が造られる経緯へ続く〉
(g)く王舎城五百結集事〉
(1)大迦葉が拘戸那城に集まった五百人の比丘と共に，結集を開催するための場所とし
て「摩掲陀国勝身の子未生怨王は初めて信心をおこして，四事資身具を十分に用意
してくれているので，そこで結集を行おう」と宣言する。 (pp.403c21-404a7; D. 
Da 303b5・304a6:P. Ne 287bl-288a2) 
(2)上記の宣言の後，皆が摩掲陀へ赴いた。未生怨王は備に対して深信をもっていたた
め，象から落ちても備の力で身体に傷を受けずにいた。 (p.404a8・23;D. Da 304a6・
305a2: P. Ne 288a2-288b3)く以下，大迦葉が王と出会い，結集の開催を申し出る
話，阿難陀の過失の話，五百結集の開催へと続く〉
(h)く大迦葉の浬繋の物語〉
(1)三蔵聖教の結集が終わって，大迦葉は阿難陀に教法を付嘱して浬繋に入ろうとする。
そのことを大迦葉は未生怨王に告げようと王のもとへと赴くが，王は眠っていた。
迦葉は守門人に起こすように告げるが，王の怒りを畏れる守門人は王を起こせない
と答える。そのため，王が眠っている聞に，大迦葉はj皇繋に入ってしまう。 (pp.
408cl-409a26; D. Da 316b4・318a3:P. Ne 299a8・300b4)
(2)迦葉の入浬繋によって大地が振動し未生怨王が目覚める。守門人から事情を聞いて
王は地に悶絶したが，冷水を顔に注がれて目を覚まし，阿難陀のもとへと行く。そ
こで，阿難陀は王とともに鶏足山へと行き，王は浬繋に入った迦葉に見えることが
叶う。 (p.409a26-b20; D. Da 318a3“318b5: P. Ne 300b4司301a6)く以下，迦葉を茶
毘に付そうとする王に対して，迦葉の身を焼いてはならないと阿難陀が教える話へ
と続く〉
(i)く阿難陀の浬繋の物語〉
阿難陀は，奪揚迦比丘に教法を付嘱し， f弗の記(末度羅国でグプタとウパグフ。タが
悌滅百年後に備事をなすこと)を伝えて浬繋に入ろうとするが，未生怨王と虞厳城
の人々(二栗姑毘子)とが自分の合利を巡って争わないように，カやンジス河の中流
で浬繋に入ろうとする。それを知った未生怨王と虞厳城の人々とがその場へと駆け
つける。くこの後，阿難陀がj呈繋に入る直前に， 日中(ニ末団地那)に具足戒を授
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け，教法の護持を付嘱し， 1i弗の記(悌入滅百年後に末団地那が迦湿禰羅に教法を流
行させること)を伝える〉その後，慶喜 (=阿難陀)はj呈繋に入り，身体を半分に
分け，一方を未生怨に， もう一方を虞厳城の人々に与える。虞厳城の人々はストゥ
ーノマを造り，未生怨は波町離に塔を造って供養をした。 (pp.410b1・411a5;D. Da 
320b4-322a4: P. Ne 303a5-304b4) 
以上が根本説一切有部律における用例であるが12)，他律に比べてその数は非常に多
く，内容的にも特異な例が多く説かれている。阿闇世の「父殺し」説話は，主に⑬破
僧事の(e)において，その状況が詳細に語られているが，そこに見られる内容は先に掲
げた十諦律の内容と比較的よく一致しており，ピンビサーラ王が延命していく状況や，
阿閣世の子供の逸話，最終的に自殺を図る点などに幾つかの共通点が見いだされる。
また，釈尊のj呈繋後の状況を詳細に示す中に阿闇世が登場してくる点も，他の律には
見られないものである(上記⑪雑事の(e)(f)( g)(h)(i)参照)。そこでは悌弟子の浬繋との
関わりで新たな物語が創出されており，根本説一切有部の特異な一面を現していると
見ることができる。
一方，根本説一切有部律において初めて意提希は名前を伴い，具体的な人物として
描かれている。上に掲げたようにく⑨鍵度部;薬事 (T.24，p. 19b; 20a) >く⑬健度
部;衣事の(a)と(c)(GM. III-2， p. 13/pp. 40・41)> <⑪健度部;破僧事の(e)(T.24， p. 
189c; 190b) > <⑤経分別;堕法82条(入王宮門学処) (T.23， p.873b) >などの部分に
あらわれるが，十諦律で名前を持たず「ビンビサーラ王の夫人」とされていたものが，
Oの破僧事などで明確に章提希とされている点は 1観経』との関わりを考える上で
も重要で、あると言える。尚，他律と同様に，阿閤世(未生怨)の名前を掲げる場合に
「勝身(章提希)之子」が付される場合も若干存在する (T.24，p.399b; 403c)。
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以下に鼻奈耶の用例を掲げる。鼻奈耶は経分別部分のみが現存する律文献で，上記
12) 義浮の漢訳について言えば， Ajatasatruの訳語としては「未生怨」と「阿闇世」の二種が混在
している。殆どの場合「未生怨」が用いられているが，一部に集中的に「阿闇世」の用例が見い
だされる(特に破僧事の⑬の(b)(c)(d)の部分)。義浮の訳語に不統一が見られることは周知のこと
であるが，内容的にも混乱の見られる漢訳破僧事の一部に，集中して異なる訳語が存在すること
には注意すべきであろう。このような訳語の不統一は，根本説一切有部律の場合，その訳経事情
を反映しているのかもしれない。
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六広律の様な健度部が伝えられていない。従って，上記の六律とは一線を画して扱う
必要があるが，この律が十諦律に先行する古訳時代に属するものであることや1ヘ説
一切有部系の律とされること刊さらに『観経』と類似する「阿闇世の父殺し」説話
を含むこと等を考慮、して，用例を掲げることにした。
①経分別;波羅夷 2条(盗戒)因縁謂
く檀蒸迦比丘の因縁謂の一部>自分で什ヨった庵舎が壊されたのを知り，檀或迦は羅
関紙城の木工師のところへ行き，阿闇貰王が自分に材木を与えたと語った。 (T.
24， p.853a5・20)く以下，因縁請がさらに続く〉 ※十諦律①参照
②経分別;波羅実4条(妄語戒)随戒の因縁謂
(a)出家した調達は，悌，舎利弗，目連などに神通力の教えを求めるが皆に拒絶され，
最終的に阿難に教えてもらって，世俗の四禅を得て神通力を獲得する。 (p.859all-
bll) 
(b)調達は悌への嫉妬心から，阿闇世太子に神通力を示して信頼を得て，多くの利益を
獲得する。 (p.859bll・c6)
(c)比丘たちがこの様子を悌に告げるが，イ弗は建陀利樹，竹葦， J螺，狗の警喰によって
調達を非難する。 (p.859c6-16) 
(d)目連は先天に生まれた陳浮陀により，調達が神通力を失ったことを知る。その後，
調達は備に，衆僧を譲るように申し出るが，悌はこれを退ける。そのため調達は悌
に対して悪意を起こす。 (pp.859c17・860a14)く以下，改正された学処が示される〉
※十諦律④参照
③経分別;僧残6条(無主作小房戒)因縁語
〈因縁語の冒頭部分に，檀武比丘が以前，木舎を作ろうとして阿闇貰王に殺されそ
うになったことを回想する部分がある。 (p.865b7 -24) > 
④経分別;僧残10条(破僧違諌戒)因縁謂 ※十諦律④の(g)及び(h)のO~.参照
(a)調達は阿闇世から，多くの利益を獲得していた。比丘達がこの様子を世尊に告げる
が，世尊は狗の警喰によって調達を非難する。 (p.869al-24) 
※上記，①の(b)(c)参照
(b)調達は四人の弟子を従え，五百人の比丘と共に破僧を行った。舎利弗と目連は，調
達が休んで、いるうちに五百人の比丘を連れ戻し，結局，調達と四人の弟子だけが破
13) 鼻奈耶の翻訳事情等に関しては，平川彰『律蔵の研究.1， 1960年，東京;山喜房偽書林， 155-
160頁を参照されたい。
14) 注目前掲，平川彰『律蔵の研究.1， 423頁参照。
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僧を行った。これを因として世尊が学処を定める。 (p.869a24-870a5)
(c)世尊が王舎城に居るとき，調達は備を害そうと，人を使って世尊に石を落とすく結
局は世尊の足から血を出すだけで，世尊を殺害しようとする様々な企てはことごと
く失敗する〉。それにより世尊は阿難に命じて，調達の行いはイ弗法僧教ではないと
いうことを，羅閲城の人々に知らせる。 (p.870a6幽c6)
(d)O世尊への曝意を増幅させた調達は，阿闇世太子のところへ赴いて，太子に父を殺
して王となることを勧め，自分は世尊を殺して新しい仰となることを申しでる。
王子もそれに同意する。 (p.870c6・15)
@阿闇世は，頻婆裟羅王が乗り物に乗って園観から戻ってくるのを待ち伏せ，剣を
投げて殺そうとするが，王はこれを免れる。阿闇世は逃げるが，四人の家来たち
に捕らえられ王の前に連れ出される。王が太子に理由を尋ね，太子は調達の勧め
によることを白状する。これを聞いて，ある四人の家来の一人は「一切の沙門釈
子を殺すべし」と主張し，もう一人は「調達とその弟子のみ殺すべし」と主張し，
[もう一人は「調達のみ殺すべし」と主張し]15)， もう一人は「誰も殺すべきでは
ない」と主張した。 (pp.870c15・28)
@王は阿闇世太子に，何故，王の命を奪おうとするのかを尋ね，結局，太子の考え
に同意して王位を譲った。その後，阿闇世は家臣に命じて父王を捕らえ牢獄にい
れるが，父王に惹かれる多くの人々が食べ物を持って宇獄に訪れるため，王は生
き長らえた。これを知った阿闇世は，牢獄の番人に人が入ることを禁止させる。
すると今度は，諸夫人が密かに父王に食べ物を差し入れた。阿闇世は諸夫人が牢
獄に入ることを禁ずる。次に，第一夫人が食べ物を衣に塗り，さらに上に衣をつ
けてそれを隠して，父王に差し入れをした。これを知った阿闇世は，第一夫人が
牢獄に入ることも禁ずる。 (pp.870c28・871a15)
@次に父王は，獄中から者闇幅山を見て，世尊，舎利弗，目連などが山を上り下り
するのを見て歓喜し，それによって生き長らえる。それを知った阿閤世は，外が
見えないように高い障害物を置くことを命ずる。すると今度は世尊が王舎城へと
入城し，それによって様々な瑞謄がおこった。瑞麿がおこったことにより世尊が
入城したことを知った父王は，際聞から世尊を見て道を獲得し，それによって生
き長らえた。これを知った阿闇世は，万で父王の脚の底を削り皮をはがせた。そ
15) この部分には，家来の主張が三種類あったと示されているが，四人の家来が合議したこと，及
ぴ十諦律の対応箇所に四種類の主張が示されていることから， [ ]内の内容を補った。
62 イ弗教大学総合研究所紀要別冊 「浄土教の総合的研究」
の結果，父王は日毎に衰弱していった。 (p.871a15-b6)
@ある時阿闇世が宮中で母と共に食事をしていた。阿閣世には幼い子供がいたが，
そのとき子供は外で闘鶏と戯れていた。阿闇世に一緒に食事をするように呼ばれ
たが，子供は鶏と一緒でなければ食べないと答えた。そこで，阿闇世は夫人に，
大王である自分が鶏と一緒に食事をすることになることを嘆いた。すると夫人は，
かつて阿閣世が幼い頃に手の指に腫れ物ができて痛みで眠れなかったとき，父王
がこれを口にふくんで暖めて痛みをとり，さらに膿までも飲んだことがあること
を語り，王を殺さないように願う。阿闇世はこれを聞き入れ，人々が喜んで、父王
の牢獄にかけつける。それを聞いた父王は，阿闇世は凶悪で、孝}I頃心がないため，
自分に何をなすかわからないと考え，自ら床下に身を投じ命を断った。これによ
り，阿閤世は父王の命を奪い無救罪を得た。 (p.871b6圃26)
@備はこの出来事によって，比丘達に，殺父者・殺母者を比丘・比丘尼・優婆塞・
優婆夷にしてはならず，八闘斎を聞くことを許してはならないとする。
(p.871b27-c4) 
⑤経分別;僧残1条(助破僧違諌戒)因縁語
調達は，阿闇世王の保有している象を使って世尊を殺そうと考え，象師に世尊を殺
すよう依頼する。 (pp.871c20-872all) 
⑥経分別;波逸提45条(観軍戒)因縁語
六群比丘は，波斯匿王と阿闇世王がよく戦いを行っていたので，軍馬を観に出かけ
ていった。人々が非難したので世尊はこれを禁止した。 (p.887b6-11) 
以上が鼻奈耶における用例であるが，既に明かなように，この律に見られる殆どの
用例が十諦律に見られる内容と対応している。特に r阿闇世の父殺し」説話(上記
④の部分)は内容的にほぼ完全に一致しており，阿闇世に関する説話という点からも
鼻奈耶が説一切有部系の律であり，それも十諦律に近い関係にある原典から翻訳され
たことが改めて確認されたと思われる。但し，上記の説話が因縁語として組み込まれ
ている位置や対象となる規定については必ずしも十諦律と一致するわけではなく，律
の構成そのものが同じであったとは言えない。この点については，訳語の異同の問題
とも併せて，更に検討を行う必要があると言えよう。
律蔵にあらわれる阿闇世と章提希 63 
【9] おわりに
律蔵にあらわれる阿闇世と章提希の姿を見てきたが，上記の六広律，及び鼻奈耶に
描かれる二人の姿の中から主要な要素を抽出し，共通する項目ごとにまとめてみると，
おおよそ以下のようになろう。
く阿闇世に関する諸要素〉
1 )デーヴァダッタに唆されて父王の殺害を企てる=総ての律(但し細部では異な
る)
①王位を譲られる二パーリ律・五分律・鼻奈耶
②父王が叱責する=四分律
③状況は不明で「殺父」の事実のみが示されるこ摩詞僧紙律
④父王を剣(万)で殺そうとするが失敗するこ十諦律・根本説一切有部律・鼻奈
耶
⑤父王を幽閉し，死にいたらしめる(父王が自害する) =十諦律・根本説一切有
部律・鼻奈耶
2) ~沙門果経』成立に関与する=パーリ律・摩詞僧紙律・根本説一切有部律
3 )他国と争う(目連の予言と関係する) =五分律・四分律・摩詞僧紙律・十諦
律・根本説一切有部律
4) r別衆食」の因縁請に関わるニ四分律・十諦律
5 )息子(優陀夷朕陀羅)の存在，及びその子の病気ニ摩詞僧紙律・十調律・根本
説一切有部律・鼻奈耶
6 )サンガに対して種々の援助を行ったこ摩詞僧紙律・十諦律・根本説一切有部律
7 )サンガを援助したことにより王舎城が第一結集の開催地となったこ摩詞僧献
律・十諦律
8 )ダニカ比丘により保持していた材木が使われる二十諦律・根本説一切有部律・
鼻奈耶
9 )不与取波羅夷の「五銭」の制定の因縁となる=十諦律・根本説一切有部律
10)釈尊の舎利を分配される=根本説一切有部律
11)悌弟子(大迦葉・阿難陀)の浬繋と関わる=根本説一切有部律
〈章提希に関する諸要素〉
1 )意提希が具体的な人物として描かれない=パーリ律・五分律・四分律・摩詞僧
紙律
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2 )名前を伴わずに具体的な人物として描かれる二十諦律・鼻奈耶
3 )名前を伴い具体的な人物として描かれる=根本説一切有部律
結局，上記の七律の総てに共通するのは r阿闇世がデーヴァダッタに唆されて父
王殺害を企てた」という一要素だけであり，それも具体的な状況や，その後の結末に
至っては，律によってかなり異なると言わざるをえない。しかし，諸律に見られる
「阿閣世の父殺し」説話のみに注目した場合，パーリ律・四分律・五分律がほぼ共通
した内容を有するグループを形成し，十調律・根本説一切有部律・鼻奈耶が別のグル
ープを，そして摩詞僧紙律が独自の内容を保持していると見ることが出来る。諸律に
共通する項目をもって，それが古い要素であるとか，歴史的な事実であると断定する
ことは勿論できないが r阿閣世の父殺し」説話を巡る諸律の扱いを，平川彰が想定
している律蔵の展開の歴史に重ね合わせた時16)，阿闇世に関係する諸要素の増加傾向
(あるいは付加・発展の傾向)は，概ね律蔵の新古によって理解できるものと言える。
その中にあって，十諦律(及ぴ鼻奈耶)の伝える説話は r阿闇世の父殺し」説話が
それ以前の物語から発展し，大きな変化を被ったものと位置付けることが出来ょう。
そして，それは同系統に属する根本説一切有部律へと継承されていったと考えられる。
一方，章提希が具体的な人物として説話の中に登場するのは，説一切有部系の資料の
みに限られていることが確認された。それも，十諦律(及ぴ鼻奈耶)においては名前
を持たず，根本説一切有部律だけが明確に名前を有する登場人物として扱っている点
は，阿闇世の場合と同様に，十諦律(及び鼻奈耶)から根本説一切有部律への展開の
過程が示されていると考えられる。また r阿闇世の父殺し」説話に関しては，上記
七律の中で摩詞僧紙律だけが特異な立場にあることにも注目する必要がある。「阿闇
世が父殺しを行った」という認識は摩詞僧紙律の中にも存在しているが，他律すべて
に見られる提婆達多との関わりを全く示していない点は，この律を保持していた集団
の特殊な歴史認識が反映しているのかもしれない。
さらに，七律に示される阿闇世像を全体的に捉えた場合 r父殺し」説話に代表さ
れるような阿閣世像はあくまで彼の有する様々な側面の一つにすぎず，そのイメージ
とは結びつかない「国王」あるいは「有力者」としての側面も数多く存在しているこ
とを見逃してはならないと思われる。それらの場面で，阿闇世はしばしば仏教の擁護
者としての国王としても描かれている。結局一つの律の中に r父殺LJを行った悪
16) 平川は，現存する律蔵の成立の新古に関して，パーリ律→四分律・五分律吟摩調僧紙律吟十諦
律=:>根本説一切有部律という順序を想定している。平川彰『律蔵の研究.J]， 1960年，東京;山喜
房悌書林， 291-407頁，及び511-588頁等参照。
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しき姿と，一般的な国王としての姿の二面が混在していることになる。しかし，五逆
罪のーっとされる「父殺し」を行った者の扱いが，律という教団法に関わる文献の中
で統ーされていない点は不自然である。律の編纂者がいかなる理解のもとでこのよう
な状況を描き出していったのかについて，残念ながら現時点では何も語れないが，
「阿闇世の父殺し」説話がほとんどの場合，提婆達多との関わりの中で語られている
という事実が何らかの鍵を握っていると推測される。従って，阿関世の実像に迫るた
めには，提婆達多，及び、提婆達多の破僧についても改めて検討を行う必要があると思
われる。
また冒頭でも触れたように，ジョナサン・シルクによってジャイナ文献中に存在す
る説話と『観経』との対応関係が明らかにされたが，彼が提示したジャイナ文献中の
説話の特徴のーっとして[""阿闇世と彼の息子に関するエピソード」が挙げられる 17)。
このエピソードと類似した説話が，上述したように摩詞僧紙律・十諦律・鼻奈耶・根
本説一切有部律にも存在している。摩詞僧紙律はここでも特殊な位置を占めるが，説
一切有部系の物語においては，このエピソードを原因として父王は自らの命を絶つこ
とになるのであり，その意味でも重要な要素と考えられる。従って，律蔵にあらわれ
る阿闇世や章提希について考えるためには，このようなジャイナ資料等とのより詳細
な比較検討も必要と思われる。
最後に，律蔵にあらわれる阿閣世・章提希の姿と『観経』との関わりについて考え
てみたい。既に明らかなように観経』序分に説かれる物語は，説一切有部系(特
に根本説一切有部)の説話と最も近い関係にある。両者の(特に『観経』と破僧事と
の)対応関係については，既に末木が詳細な検討を行っているので，ここで改めてそ
の点に触れる必要はないであろうが引『観経』序分の説話が，比較的成立の新しい
根本説一切有部律に最も近い関係にあることは，上記の七律全体の用例を踏まえた上
で改めて確認しえたと考える。何よりも観経』の主人公である章提希が，上記の
七律の中で根本説一切有部律にしか登場していない事実は，両者の関係を考える上で
重要な点と思われる。しかしながら IF観経』序分の主人公はあくまでも章提希であ
る。頻婆裟羅王の延命の様子を語る部分でも，それは章提希の行為を強調する形で説
かれているし，また阿闇世の怒りを買って殺されようとするのも章提希である。律蔵
17) 注1前掲， Silk論文， pp.205・212参照。
18) 注1前掲末木論文の““TheTragedy in Rajag:rha" in the Guan-wu-liaη:g-shou・jiηg"258-264 
頁，及ぴ「観無量寿経一観仏と往生J47-73頁等参照。
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に見られる説話では，世尊や目連は頻婆裟羅王のために彼のもとへとやって来るが，
『観経』では章提希のために彼女のもとへとやって来る。それはまるで頻婆裟羅のい
た場所に章提希を置き換えているような状況である。従って，律に見られるような何
らかの物語を単に凝縮しただけで，直ちに『観経』序分の内容が出来上がるわけでは
なく，本来頻婆裟羅王(あるいは阿闇世)の視点で描かれていた物語が，章提希の視
点で再構成されなければ観経』序分の物語とはならないのである。それがいかな
る理由や状況によるのかについては，初期経典や大乗経典なども含めた，より詳細な
検討を行わなければならないであろう。その意味でもジャイナ文献との比較などは重
要であるし，また提婆達多の問題や，摩詞僧紙律の位置づけなどを改めて検討するこ
とが必要であると思われる。残された課題は多いが，今回整理を行った資料を基にし
て，今後更なる検討を行っていきたいと考える。
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